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.･.引立成長のひずみ是正を賎調とした卜三1本経折ほ,金融･Jl
締めの影響を令舟那l勺に受け,その仲良は必ずしも順調では

なかったれ 技術軒新とr=1二1化に仙え孜々として日夜の努

ノJを惜しまなか/)た日､‡の技術ほ,種々の思条件を克服し

て,昭和39年度もまた幾多の新技術,新昏凱事l㍉lなIlj二に送り汁1

し,きわめて柄発な動きを見せた.

電力部門では水火力発電用機器の単基最大容最の記録更

新,北･南アメリカ,東南アジヤ,アフリカなどへの活発

な輸札 揚水発電用機器の著哨,超高什大形変圧器の完成

などが日立っている..

電源開発における揚水発電の地位ほますますl曽ほってき

たが,かねてより揚水機器の開発に特別の努力をしてきた

日在製作所の製作実楓土,水中巾ブJに換筍して1,5nnMW

に適せんとしており.中でも39勺二7J‾一連転にほい/-た凹L車1

竜ノJ株式会社穴州什発電所納13.5MW斜流形ポンプ水中お

よび北アメリカ向け製作中の51MW固定ガイドベン方式

ポンプ水車は各橙運転仕様に応した特輿の実績として今後

の揚水機器の計画に大いに参考となろう_ また揚水発電所

用発電電動機の進歩発達も見逃せない一二.電源開発株式会社

池原発電所納とLてポンプ水車とともに製作Lた78MVA

/80.5MW機は制動巻線起動によるものでは世糾伽こも最

大容量のものであり,さらに同所向けに本機をトト_ユ1る110

MVA/110MWの記鎚機がホンナ水車と並行Lて拳法rFされ

ている..

一一般水車とLてはガーナ仙十158MW フランシス水中

2子†,コロンビア1戸りけ52.6MWベノLトン水･1-く二iナナなどの人

形機か輸出さjL さドJに/‾二手セラ向け218.5MWフランシ

ス水巾のほか北アメリカ向けなと-､一多数機♂〕完収かF札近し､

発電機もまたチ‥一向仁一jL88.16MVA機4子｢などが完成L

たほか,北アメリカ向け115MVA機2子†を加え,続発な

海外進出が兄に)れた.

火ノJ方面では,265,25(),22()MW などの･Ji二美川大輔一旨二

機か営業運転にほい▼,た.こか.ドノの人形ボイラほ,いすれ

もUPボイラを採川Lており,急速起助｡停l卜の容易,負

荷追随件の敏速など多くの運転卜の杓艮むイ1㌧㌻るものであ

る｡_iわ二業用のはか産業川火ノブ機としてシンカー-ポー′しド小1‾

60MW,マニラ向け100MW機のほかインドへの輸J_1いb

鵬んであった 人形タービン発電機にl一対Lても軽々の改良

進歩がなされ,300MVA機や320MVA械に対し,l叶転子

にギーt‥ソナビ､ソクアップJ七直接冷却な,また蛸足ア▲に巻線

仙冷却方式を採川しノて性能の向Lを図るなど,いずれも好

成績を得ている..

火プノブラントのノJ｢き化にf､Fト,起動仲】卜の･l･火制征ルセ

屯気∫〔.汁装,ロカ■'-の採川,発電機f与何の=励調幣など火

ノJ発電所川制御機旨詩の進歩も持しかノ,た

人′容最充変`新町の址設に付い,ニi50MVA.29()MVAなど

多数の大容境射土器か糾寸人さJ‾した.また超11■川ミ変Jl満州負

荷昨夕ソナ切換装Fぎたの内側的改良,巾街地向け人形低騒ナ1二

変圧諸芸の開発などほf今しいものであり,シンカ､ホールその

.エ

ロ

他/､の変電所機器の輸出も見逃せない.

超甜卜い+l路用空気遮断器にはいっそうの改良が加えら

才し,遮断容旨の増加を得たほか,低騒芹の効果を･段とi汽

㌦)た二.

交流変電所川制御装置および配電盤も,リレー方式の改

良と柑まって操作保守がいよいよ便利なものとなった｡.保

護用トランジスタリレーほ特性の向上に著しい効果を見

せた..

電力川電線頬でほ,3,000Aの大容量付線向けに開発さ

れたア′しミ被鋼心耐熱ア′しミ合金より線の開発やOFケー

ブルの[改良が臼_1ト)ている..

日本原子ノブ研究所に納入したスイミングプール形(JRR

-4)およびJ六耶大学納(KUR)の研究用原子炉ほいずれも
臨界に達した..ようやく本格的実川段階に達Lてきた原子

力発電所の建設計由に僻え,研究所,各⊥二場設計部門協力

して基礎理論より製作に雫るまでの各種試験研究に余念が

なし､

電動力応用の部門では,製鉄機械関係の応用のほか,大

形ポンプ所用等に種々の新しい方式が開発され,電動機制

御機器臼体の進歩も著しい(｡SCRは素子の発達と回路の

進歩によって,応用をさらに広げ,連続ミルや可逆ミル用

を初めとする多くの実績を作った.一､制御回路への演算士別宙

㍑芹(MOA)の使用などオートメーションの精度ほいよいよ

山上している.ノ

交通運輸の部P■けほまず東海道新幹線用として納入され

たシりコン幣流器式交流電車,列車自動制御装i琵(ATC),

終極無線機などのほか新幹線の50c/s地域給電用日本国右

鉄道凶相模変電所納60MVA50/60c/s周波数変換設備か

ある.世界初の本格的交通機関として注目されていた羽田

乍港への東ホモノレールカ＼オリンピックの開催を前に順

調な開通を見た.

日本国右鉄道,各部rFり也卜鉄などへ多数の納人を見た鉄

道申l榔よ輸出においても前年に引き続き,活発な成果を見

た.このうちでも,現地試験においてきわめて好成績を示

L日本の中内技術の信川を一段と高めたインド国鉄向け

25kV2,400kW交流電気機関申や,スーダン国鉄向け

1,500PS砥気式ディーゼ′し機関卓などが1‾l立っている{-.

高速道路の娃設に伴い大規模なトンネルの日動換気設傭

や舟橋道路照明設･術の納入があった_.

公共設備関係でほ,卜F水道や工業川水向けの人形ボン

ソ.設備が多数納人された.特に東京都水道局朝霞浄水場

納1,400¢＼H形ポリユートポンプはシリコン整流器使用の

6,200kWクレーて方式による電動駆動のもので,水位,圧

ノJ,流杭などにより最適運転のできる新しい方式となって

いる..卜水,虎水川の水処+叩ノラノトや,ごみ処即プラン

トか終佐多数,.講郎【けに納入され 環境緯什対策の･つと

して今後の発娘がi-りj待されている.

席業機械では,まず矧勺鉄鋼,建設向けなどのほか,イ

ンドにチャージングおよびレードルクレーンを,丙パキス



タンに200tの天井クレーンを輸出Lた運搬荷役機械の晴

躍がlJ11′ニリている..比延機械ほ熱問題備として南アフl=プ

に特殊鋼川分塊機れ またイント＼ドルガノー′L特殊鋼l二

場向けに分塊設備,中小形条鋼設備･式が輸｢1-1され,冷l川

設備として東海製鉄株プじ会社向けに国産最初の詞質,停滞

ブリキ圧延兼用2スタンドミ′しか納入された､.このほか本

年開発Lたコールド､ミノし用州‥lリl三下装置ほ世界で初めての

読みで,AGCの効果をさらに人として好調に運転してい

る｡圧延技術の向上に伴いロールの品質向上もRざましい｡

仕縮機では石油化苧,了て州精製丁業用の大形機が多く巻望

作された._ 各種ガスLIミ縮機にもオイ′しフり-化の悼向が強

い｡′ 送風機でほ高炉送風用,TOプラント用などのものが

多く,東海製鉄株式会社に納入された12,800kW軸流圧縮

機は高炉送風用としてわが国最大のものである.-

ポンプでほすでに述べた上下水道用のほか,火力発電所

川3,000kW級ボイラ給水ポンプ,化学⊥業用プロセスホ

ンプなどが多数製作された

工作機器の面でほ汎川,専用機の改良のはか新たに電解

加11幾の開発を完成するとともに多数の各種電動｢具を′送

り出Lた 高速輪転機の性能進歩も著しし､

建設機械でほショべ′しの地道な諸政良かチノーなわかて性能

ほい/〕そう向上し,大形ハーフ-クレーンや基礎イく､､し､機械な

と■廿､新たにIJH発された

イけ由化学,合成繊維などの化学_1二業の発展に伴いホリエ

チレンプラントそのほか多数の化学装置が納入された_.東

海製鉄株式会社に納入Lた11,000Nm3/hTOプラントほ世

界的に屈指の大容量機である.

ビルディングの超高層化に対応Lて開発されたセラコン

スタック方式直流エレベータほ運転能率と乗りごこちを飛

躍的に改善した.大阪富国生命ビ′しに納入さかた混雑時輸

送能力強化のためのC()nlPutOmaticProgram装掛よ管理

に人きな働きをするであろう エスカレータの需要も捕発

であり,西独への技術輸出ほ特記に伯する4)のである

乍調設備ほビルディングのマンモス化とともに人容己iユニタ

ーボ冷凍機を必要とし,わが凹.id£長一与ノーである1,000RTの
ものが完成した._.各種冷凍機,辛気調和機ほ,エレベータ

とともに東南アジアその他にも輸LltさJt′,海外における地

位を固めている.ランソ,照明施設も着実な開発,改善か

なされた｢一ノ

通信および電子装掛土,材料部芯,川路,装f#,システ

ムとともに,最も著しい進歩を見せた.

各種電子管,半導体関係でほ多数の新機種が′卜まれると

とヰ)に性能につし､ても人幅な改苅が行なわれた.中でも

tIHFトランジスタのノ完瓜･超′J､形回路素子の実刑ヒなど

ノウ1I]l:とりている

交換機器,.i｢符機臥 伝送機器を組ん合わせたIDPで

は.俸肺ナ約装粁や,銀行データ処理システムなどのほな

はなしいウ三続か作られ,いずれも好調に運転されているL_

l]本7E信乍E話公社用クロスバ交換機は一一段と改良される

L,竜.話機,無線通信装節などにも多くの新製品が牛ま

才一Lた

電r.汁堺機の部門では待望久Lかった純国産大形システ

ムであるHITAC5020ディジタ′し計算機が完成したL二)ア

ナログ計算機の面でほ多くの汎用標準機種が送り出された

ほか,各種シュミレータの完成,ハイブリッド計算システ

ムHIDASシリーズのl硝発などがあるし､人工Il力装置の開発

もー･段と進んだし

■jト務用に劣らす,‾1二業用オートメーション機器の普及も

鳩んで,あらゆる分野で種々の成果を上げたし-.製鉄工業に

おけるストりヅプミノし,転炉や火力発電所における計算

機;tiり御の川+発か他見ちに進められている

ソた1し･〔′･一に1ミ∫しの_卜業計器ほ信板性をさ仁ノに向_l二し,各所

ノ〕ソロセス制御に氏献した.

2.∩4Åの企格子耐の高分解能写真撮影に成功Lた500kV

`-一旨/▲雌徴鏡や児化半機器の成果ほ大きく諦価されてよい

家庭用電気品および業務用電機占山ま,デザインと機能の

改良,機種の充実か進み多くの新製品が開発された｡

山軌車部品や,化学製■乱 電線ケーブル,伸銅品,鉄鋼

製品などの原料関係も,そj･tぞれ改良と新品種の開発が行

なわれ萌軽電機器や各種産業機械などの部品材料として,

また単独材料とLて国内外に大いに活躍Lた..

すでに述べたように水火力用重電機器,鉄道申向,圧延

.テ三川ii,産業機械などを主ソJとする重機械の海外への進出に
は【‾】ぎまLし､ものがあf),｢汁臥 通信装置,家庭電気品,

箆棒電r一部占占や材料馴‖Jなどの輸出もまた大いなる成果を

卜げた

u卜に｢tlし述べたように木牛度の技術の成果は誠にはな

はなLいも〃っかあ/)た_ これらの成果を将来の成長への療

い堪能とし,全社仝弧‖Jを挙げて"技術の日立”の名の下

にさらにい･,そ`1の精進に努め,わが】当L業の発展に,ま

た海外lけ場への進出を通じて日本経至斉の伸長にいささかな

りとも寄一仁したく,二こに決意を新たにLて昭和40年を

迎えることとし′たい




